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2026 年５月 11 日 

各 位 

会社名 株式会社クスリのアオキホールディングス  

代表者名 代表取締役社長 青木 宏憲 

 (コード番号 3549 東証プライム） 

問合せ先 取締役管理部門担当 八幡 亮一 

 (T E L    076-274-6115） 

 

 

連結子会社（株式会社スポット、株式会社魚齋藤及び株式会社魚栄商店）の吸収合併に関するお知らせ 

 

 

当社は、取締役会において、以下のとおり、当社子会社である株式会社クスリのアオキ（以下「クスリの

アオキ」といいます。）が当社連結子会社である株式会社スポット（以下「スポット」といいます。）、株

式会社魚齋藤（以下「魚齋藤」といいます。）及び株式会社魚栄商店（以下「魚栄商店」といいます。）を

2026年９月１日付で吸収合併（以下「本合併」といい、本合併に係る契約を「本合併契約」といいます。）

することを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

1． 合併の目的 

  

当社は、2026年１月５日付「株式会社ティックス、株式会社スポット、株式会社魚栄商店、株式会社

魚齋藤及び有限会社学友舎の株式の取得に関するお知らせ」で既にお知らせしているとおり、2026年２

月 24 日付でティックスの株式を取得して連結子会社といたしました。これに伴い、同社の子会社であ

る株式会社スポット、ならびに株式会社魚齋藤、株式会社魚栄商店についても当社の連結子会社として

グループに迎え入れております。 

 今後当社グループの中で、スポット、魚齋藤及び魚栄商店が長年にわたり培ってこられた各種小売業

に関するノウハウや、生鮮部門を中心とした専門性の高い人材等の貴重な経営資源を共有し、地域のお

客様にとってより身近で、一層ご愛顧いただける店舗作りを進めていくうえで、経営資源の効率化や意

思決定の迅速化が必要と考え、株式会社クスリのアオキを存続会社、株式会社スポット、株式会社魚齋

藤及び株式会社魚栄商店を消滅会社とする本合併をすることといたしました。 

 

 

２．合併の要旨 

（１）本合併の日程 

合併契約株主総会（スポット） 2026 年 ８月 31 日 

合併契約株主総会（クスリのアオキ） 2026 年 ８月 31 日 

合併予定日（効力発生日） 2026 年 ９月 １日 

 

（２）本合併の方式 

  クスリのアオキを存続会社とする吸収合併方式であり、消滅会社であるスポット、魚齋藤及び魚栄

商店は解散いたします。 

 

（３）本合併に係る割当ての内容 

クスリのアオキ、スポット、魚齋藤及び魚栄商店は当社の完全子会社であるため、本合併による株

式その他財産の割当てはありません。 

 

 

３．本合併の当事会社の概要（2026 年５月 11 日現在） 

 吸収合併存続会社 

（１）名称 株式会社クスリのアオキ 

（２）本店所在地 石川県白山市松本町 2512 番地 
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 吸収合併存続会社 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 青木 宏憲 

（４）事業内容 医薬品・化粧品・日用雑貨など近隣型小売業、調剤業務等 

（５）資本金 300 百万円 

（６）設立年月日 1985 年 1 月 

（７）発行済株式数 9,737,560 株 

（８）決算期 ５月 20 日 

（９）大株主及び持ち株比率 株式会社クスリのアオキホールディングス 100.0％ 

 

 

 吸収合併消滅会社 吸収合併消滅会社 吸収合併消滅会社 

(１)名称 株式会社スポット 株式会社魚栄商店 株式会社魚齋藤 

(２)所在地 新潟県長岡市新産三丁目

６番地 12 

新潟県新潟市南区鯵潟 423

番地１ 

新潟県五泉市村松 14 番地

１ 

(３)代表者の役職 

・氏名 

代表取締役 黒井 英恭 代表取締役 黒井 英恭 代表取締役 黒井 英恭 

(４)事業内容 生鮮品・惣菜・ドライ食

品・日配食品・酒類・日

用雑貨・衣料 

生鮮品・惣菜・ドライ食

品・日配食品・酒類・日

用雑貨 

生鮮品・惣菜・ドライ食

品・日配食品・酒類・日

用雑貨 

(５)資本金 30 百万円 10 百万円 23 百万円 

(６)設立年月日 1986 年６月 1961 年７月 29 日 1964 年９月１日 

(７)発行済株式数 600 株 348,000 株 46,000 株 

(８)決算期 ８月末日 ８月末日 ８月末日 

 

 

４．本合併後の状況 

   本合併における、当社及びクスリのアオキの商号、本店所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資

本金及び決算期についての変更はありません。 

 

５．今後の見通し 

本合併が当社連結業績に与える影響につきましては現在精査中でありますが、軽微であると判断して

おります。 

 

以上 


